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D・H・ ロレンスが後年 エ ッセ イの中で述 べ てい るよ うに,性 質 が相
















































この引用 の中で は,相 反 す る性質 を持つ ものの象徴 が ライオ ソとユニ
コーン として述べ られ てい る。光 と闇,昼 と夜,霊(魂)と 肉体,知 性 と
官能性,男 と女,熱 と水。 これ らの相反す る ものの均 衡を求 め達成す る
こ とは難 しい ことであ るが,一 方 が他方を支配 して い る限 り,幸 福 な状
態 を得 られは しない とロレソスは考 えたので あ る。
『息子 と恋人 』(SonsandLoueys,1913年出版)は,そ の出版 当時 か
ら"fine"あるいは"indeedagoodbook,""anovelofoutstanding
quality,singularinmanyrespects"と評 され て,ロ レンスの作家 として
②
の素 質を世 に注 目させ た。前二 作の 『白孔雀 』(TheWhitePeacock)や
『侵入者』(TheTrespasser)とは異 な り,『息 子 と恋人 』で は登場人物達
の心理描写,小 説の舞 台で ある炭 鉱村や町 な どの リア リステ ィックな描
写 や,登 場人物 達 と背 景描写 の シソボ リックな表現 が見事 であ る。 この
作品にお いては 『虹』 以降 の作 品にお いて程,シ ンボ リックな面 は リア
リステ ィック な面 程 目立 って い ない。 しか しな お作 品の 主題 に深 く関
わ って いるシ ンボルや イメヂ ャ リーがあ る。 『虹』以降の作 品 において顕
著に表わ れて くる人 間の精神 と肉体の葛藤及 び支配 す る女性 のテ ーマが
この作 品において 明確 に根づ いてお り,特 に母 親 とい うもの の存在 とそ
の息子達 の関係の テ ーマが鋭 く描 き出 され てい る。 それ は また女 と男の
関わ り方 の テ ーマで もあ る。 本論 に おい ては シ ン ボ リック な イ メヂ ャ
リーに注 目して,ロ レソスが苦 闘 した相反 す る もの 一 つ の シ ンボ
リックな言い方 をす れぽ 「昼」と 「夜」 の調 和 とい うテ ーマを,ポ ー
ルの生 き方 を通 して論 じてみたい。 ≡
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1.ウ ォル タ ー ・モ レル とガ ー トル ー ド ・モ レル
ガー トル ー ド・モ レ ル(GertrudeMore1)とウ ォル ター ・モ レ ル




の良い面だけしか見ていなか ったのである。つ まり,ウ ォルターは美男
で,踊 りが好 きな,陽気で官能的で女にもてる男性であった。ガー トルー
ドは美 しく上品で知的な女性であった。 しか し結婚 して一年もたたない
うちに二人の性格の悪い面ぽかりが互いに 目につ き始め,そ れ以降片方
が死ぬまで憎悪と軽蔑に満ちた生活を送 らねぽならなくなる。両者が歩
み寄 りがで きない程,そ の性格は異 っていたのである。 ウォルターは自
分の名前がようや く書ける程度の無学な人間で,節制がな く意志が弱い。
ガー トルー ドは意志が強 く誇 り高 く厳格で潔癖す ぎるのであった。た と



























福になれないのである。また父親のよ うに,余 りに官能 に傾 った性格で
も人間は不完全である。
II.モ レル 夫 人 と ウ ィ リア ム
モ レル夫妻の戦いは,子 供達が殖え大きくなるにつれてますます激し
くなるぼか りで,ガ ー トルー ドは夫に失望 しているため,夫 に向けるべ
き愛情を息子達の方へ向ける。その最初の対象がウィ リアムである。妻
























































ウィリアムが成長 して立派な好男子にな り,美 しく若い娘達からた く
さんのラブレターをもらうようになると母親は嫉妬す る。彼が ロン ドン
へ出て知 り合いにな り愛す るようになった 「ジプシー」とい う渾名の娘
に母親は好感を持たない。 ウィリアムが家族宛 に送 った 「ジプシー」の
二枚の写真に対す る母親の受け取 り方にそのことが表われている。彼女
は息子の恋人に直接会 う以前に,す でに 「ジプシー」を敵対視 している
のである。そ してウィリアムが恋人を紹介す るために故郷へ連れて来た













でいた ウィリアムであったが,直 接の死 の原 因 となったのは カラーで






の シンボル の一 つ と言 える。 次の引用 は ウ ィ リア ムが間 もな くロン ドソ
















ウィリアムは,シ ンボ リックに言えば,母 の強す ぎる愛情のために死
んだのである。母の愛情は子供を守 り育てる 「正」の意味 と,子供を呑
み込んで しま う 「負」の意味の両方を持っているのである。
?
?
m.ポ ー ル とミ リアム とモ レル夫人
モレル夫人のポールへの愛情は,彼 が生れた頃また彼が幼い頃は,彼
女のウィリアムに対する愛情ほど激しくなかった。だが ウィ リアムが亡



















みの子なのであり,妻 の夫に対する憎悪の激 しさが,今 度は母親の息子




母親 とウィリアムの関係 においては息子が死 んだのに比べて,母 親 と
ボールの関係においては前者が死ぬ運命にある。母親には息子を死へ引







人で あ る女性 の束縛感 をMagnaMaterの 「負」の力 と同等 の もの と見












ある。彼女は厳格な清教徒であ り,初恋の人ジ ョン ・フィール ド(John
Field)からもらった聖書を死ぬまで大切 に していて,結 婚後 も敬意 を


























古代か らMagnaMaterの象徴 であ った 月,ロ レソスの多 くの作品中
で は しぼ しぼ 「死」 を意 味す る白色,純 潔 の シ ソ ボルで あ るゆ りの花
モ レル 夫 人 の ゆ りの 花 と の接 触 は,彼 女 の 持 つ 負 性 のMagna
Mater的特 質 を示 して い る。
そ してキ リス ト教 的精神 主義 と女性 の支 配性 とい う性質 を備 えた もう
一人 の登場 人物 は,ポ ールの初恋 の人 ミリア ム(Miriam)である。ミリア
ムはその名が 「至 福1000年」(millenni㎜)の意 味 を含蓄 して いるよ う





















彼女は肉的な官能性の世界を汚らわ しいもの,くだらぬ ものと軽蔑 し,
結婚生活における 「夜」の生活を辛いが耐 えねばな らぬもの と母親に教
えられてきた。彼女はこのよ うに 「昼」の世界に属する女性であり,モ
レル夫人 と同質である。しかしミリアムの方が男女の関係についの考 え
方においてモ レル夫人 よりいっそ う精神主義的である。モレル夫人が白
ゆ りと結合 していた ように,ミリアムは白いバラと関係づけられている。
彼女の色 も 「白」なのである。
モ レル夫人は ミリアムの強力な支配欲を感 じ取 り,ポールを奪われ る
のではないかと心配 して彼女を嫌悪する。 ここに母 と息子 と恋人とい う
三角関係が生じている。
しか し,ポ ールは ミリアムから精神の崇高な働 きを教えられ感化 され
るが,精神の世界だけにしか生きようとしない ミリアムについてゆけず,
ついに訣別す る。ye"`ルにとっては 「昼」のみな らず 「夜」の官能の世
















ポールが,「君は他方(肉体)の愛を後悔 して きた」と ミリアムに書いて
いるにもかかわらず,ま たクララ(Clara)が「ミリアムはあなたを求めて














しか しポールは ミリアムのこのような不 自然 な性質を見抜いている。
彼女の代償行為はポールに反擾を感じさせ ると同時に読者に も反擾を感
じさせる。花をしつ こく愛撫 した り,幼い弟を接吻でおおい きつ く抱き




とを否 定す る。 『白孔 雀』の エ ミリー(Emily)にも ミリア ムの よ うな性 質
が うかがわ れ る。 ミリア ムはいつ も悲 しそ うで あ り心 か ら笑 った こ とが
な い とポ ールは言 うが,笑 いの欠如 した者 は,パ ン神(Pan)の世 界 と異 質
の世界 に住 む。 ロレソスが求 めた異教の世 界 か ら ミリア ムは疎外 され て
⑭
い る。
人間 に は 「昼」の精 神的世 界 と 「夜」 の官能的世 界の両方 が必要 なの
であ り,片 方 しか備 えてい ない人間は偏 った性格 で以て他者 を苦 しめ る
ことにな る し,本 人 も苦 しむ。 か くして ポ ール は ミリア ムに苦 しめ られ
ミ リア ム も苦 しみ,二 人の恋 は破滅 す る。
?
?
IV.ポー ル とク ラ ラ
「夜」の生活をどうして も享受できない ミリアムに飽き足 らず,ポ ー
ルは 「情熱の火の洗礼」を与えて くれる女性を求める。その女性はクラ
ラである。ポールが彼女に赤いカーネーションを与 えるように,彼 女は
「赤」つま り官能の 「夜」の世界を代表す る女性である。「赤」は生命の
シンボルである。彼女はポールに 「情熱の火の洗礼」を与えることがで
きたが,赤 いカーネーシ ョンが二人の抱擁の際に押 しつぶ されて散 って




い。彼女は一日中,昼 で もポールとの肉体的接触によって しか愛を確か
めることができず,ポ ールに うとましく思われる。彼女もまた支配欲の
強い女性で,彼 女が最後にポールより夫の方を選んで元の さやに納 った




ル夫妻 の関係の よ うに不 完全な ものであ るが,ク ララも ドーズ もそれで
満足 しよ うとす る人間 なのであ る。
ポール とク ララの最初 の結合 は理想的 な もので あ り,彼はそ の時,『虹』
(TheRainbow)において ア ーシSラ(Ursula)が体験 す るよ うな,闇 の世
界 のunkno㎜ な存 在を体験 す る。 しか しク ラ ラの側 に はそ の よ うな体
験 は生 じな か った。 ポ ール はク ララと自分 の体験 の相違 を知 る。 また,
二 人 の 肉 体 関 係 に お い て ポ ールは,『チ ャタ レ イ夫 人 の 恋 人』(Lady
Chatterley'sLover)において,コ ニー(Conny)とメ ラーズ(Mellors)が味
わ った よ うな 自然 界 と人間 界 の リズ ムの調和 を体験 す る。 この よ うに
ポールは 『息 子 と恋 人』以後 の小説 の中で発 展 して い くテ ーマに結 びつ
く人物で あ る。彼 とい う人物 には発展の可能 性 が潜 んでい る。 しか し他
の登 場人物 に はそ の よ うな発展 性の芽は見 られ ない。 アー シ ュラがスク
レベ ンスキ ーとい う既成の社会 を代表 す る人 間 と別れ て新 しい世 界を求
めてい くよ うに,ポ ール も母や ミリアムや クラ ラに代表 され る古 い世界
を捨て るので ある。
クラ ラとモ レル夫 人の関 係においては,モ レル夫人 は ミリア ムを嫌 っ
た程 ク ララを嫌わ ないが,彼 女 に ライバ ル意 識 を持 ち,い つ かポ ールが
クラ ラと別 れ る ことを望 んでい る。 この よ うな母 の気 持は ポールに影響
を与)2..,ポール とクラ ラの関係が スムースに行 か なか った こ との一 因に
なった ことは否 めない。
V.ポ ールの旅 立 ち
ポールは ミリアムとつ き合い始めた頃か ら母への執着 と反擾に悩んで
きた。 ミリアムとの交際に干渉する母親を うとましく思 う一方で,自分






彼の愛の迷いの原因であった。彼は 「母が死なない限 り女性 との真の交
際はできない」 と思 う。 ここに初めて母親の死を秘かに願 う彼の心が出
ている。そ して母親 は次第に病んでいき,長 い苦 しみの後でポールによ
り安楽死させ られ るのである。彼は母親を苦 しみか ら救 うために手を下
したのであるが,象 徴的な次元においては,そ の行為により彼は母親 と
の破滅的な絆を思い切って断ち切ったのである。だから彼は救われ る運













































あ りまた魂の世界である。 しか しポールは自分の肉体を意識 して,母親
から,死 の夜か ら自分を振 り切って光の射す町の方向へ歩むのである。
このように夜は官能性(生)という 「正」の意味 と,死 とい う 「負」の意
味の両面性を備えている。MagnaMaterが「生」と「死」の両面性を持っ






意味の両方を持 ってい るのである。そしてモ レル夫人は母親であるため
に,常 識から言 ってポールとはプラ トニックな関係以上には進めない。
だからボールにとって母親 との愛は不完全なものなのである。
「昼」の世界を象徴 したモレル夫人と ミリアム,「夜」の世界を象徴 し
た クララ このような相反するものの調和を欠いた人間達から自らを




















⑭ 拙 論`LadyChatterley'sLover論 ロ レ ン ス の 求 め るconnectionの形 一'
(愛知 大 学 短 期 大 学 部 「研 究 論 集 」 第8号)を 参 照 。
Olbid.,pp.420.
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